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認知症の進行遅延薬の創製

おざき たく

尾 﨑 拓（岩手大・准教授）課題
• 認知症患者数の急増と社会的費用の増加
• 認知症は原因不明かつ根本的な治療法がない
• 従来の投与方法では脳へ送達が制限される（右図）

• 技術シーズのマーケット調査
• ビジネスモデルのブラッシュアップ
• スタートアップ設立のチームビルディング
• スタートアップ設立に向けたVCとの相談
• 技術シーズの薬理試験と安全性試験
• 技術シーズの国内外での特許申請／取得

▶︎ 認知機能低下を遅延させる点鼻薬の創出

脳へ直接かつ確実に届く
点⿐薬で認知症を治療
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健康寿命に大きな影響を及ぼす

認知機能の低下を遅延させる効果

のある点鼻薬またはサプリメント

を開発して、新規事業化を目指す。

レビー小体型認知症モデル動物に

対して、点鼻により認知機能の進行

を遅延させる低分子化合物を発見

（特許申請に向けデータを追加取得中）。
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